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　給食サービスのＱＯＬにおよぼす効果
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齢社会の到来を迎え、ゴづレドプランが策定されて現在実施中である。福岡市に

おいて、平成５年12月より、高齢者の食生活を支える生活支援型給食サービスが地域ボランティ

アの協力を得て週２回、モデル地区において実施されている。本研究は、給食の配食サービスシス

テムと高齢者における食事の期待度についての実態を明らかにし、高齢者のＱＯＬ向上のための基

礎資料を得るために検討した。

　【方法】1.第１回調査（ベースライン調査）2.第２回調査　対象者：第１回調査に回答した高齢者

74名。調査時期：平成６年11月～平成７年５月（給食配食サービスを開始後１ヵ月。調査方法：

健康と食生活に関する調査票を作成し、聞き取りは民生委員にお願いした。調査内容：対象者･の基

本的属性、健康状態、日常生活満足度（主観的ＱＯＬについて）食事作りの現状、福祉サービスへ

の要望、その他。

　【結果および考察】回収率は第１回調査が74％で平均年齢士標準偏差は78.6±7.1歳で、第２回調

査が65％で平均年齢は79.0±7.5歳であった。日常生活満足度についてＬｏｗtｏｎによる改定ＰＧＣモ

ラール・スケールを用いて解析すると、給食の配食サービスは受ける前後で、食事におけるQOL

の向上に有意な差は認められず、生活のなかにおける給食サービスへの期待度が低いことを示唆さ

れた。また、第２回目の調査用紙を配布する時、すでに配食サービスを辞退していた人が35％占

めていた。それらの理由の１つは、嗜好、価格、その他で高齢者のニーズに対応していなかったの

ではないかと考えられる。本調査で、高齢者の健康状態、食事や歩行に関する結果より、食事の自

立を支援することの必要性が感じられたので、それを支援するヘルシーメニュー集の作成を試みた。

２Ｕ-６(Ｐ) 徳島県周辺における独居高齢者の配食サービスに関する意識と実態

　　○宇山裕子゛・明槻とし子＊・遠藤千鶴¨・西山敬太郎¨・三好　保＊＊

　　　（＊四国短大　　＊＊四国大生活）

［目的］在宅の高齢者、障害者等に対する基本的な福祉サービスの一つに食事サービスが

あげられ、毎日の栄養管理はそれらの人々の健康維持のみならず、生活の質的水準を高め

るために大きな意義があると考えられる。在宅支援の一つとして配食サービスがあるが毎

日型の実施率は低く、その要望は高まりつつある。今回は独居高齢者の配食サービスに関

する意識と実態から、今後のおり方について検討した。

　［方法］調査対象者は徳島市周辺三町在住の70歳以上の独居高齢者より無作為に329人抽出

し、調査時期は1997年7月に実施した。調査は配食サービスに関するアンケート項目を訪問

聞き取り法で行い、集計は統計処理ソフト「秀吉」’を用いた。

　［結果］アンケートの有効回収率は71.4%であり、対象者の平均年齢は男性77.4歳（35人）

女性76.0歳（200人）であった。現在病気のために通院している人は63%を占め、そのう

ち半数は高血圧であった。また、自分の歯が全くない人は41%であった。日常生活に

ついては93%の人が自分のことは自分ででき、91%の人が自分で料理を作っていた／自

分で料理ができる″ということは一人暮らしをする最大の条件であった。配食サービス

を受けている人は27%と比較的少なく、配食サービスについて改善してほしい項目には和食

メニュ―および実施回数の増加などの要望があげられていた。今後、在宅高齢者の増加が

見込まれ、財政的負担など行政的な問題も含めサービス全体のあり方を考えていく必要が

あると思われた。
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